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平成１７年１０月１４日 ヤンゴンより
トンテの学校の写真、昨日（１３日）撮影してきました。殆ど出来上がってる

ように見えました。後は壁を張ったりするだけのようで２週間以内に終わるものと
思います。

8月 12日時点（組んである竹は足場） 10月 14日現在‚ ‚

校舎裏側よりの全景
↓通風孔

学校正面 旧トンテ小学校は屋根のトタンがむき出
しでしたが、新築贈呈小学校には天井板
が施され、蒸し暑さも緩和されるものと
思います。
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↑校庭の境（ﾌｪﾝｽ用柱）
奥の高台はﾌｧﾔﾝｺﾞｴﾄ通り

8月 12日時点のテラス 10月 14日現在

写真手前ﾌｪﾝｽ用金網

ミャンマー式水洗便所全景：汚水槽（左）と便所棟（右）
水道設備は無いので用をたしたあと自分でバケツの水を流す
とすると、バケツ持参？

ミャンマー（ビルマ）国概要
面 積：67.7万平方キロメートル（日本の約1.8倍）
地 理：インドシナ半島の西端、東はタイ、ラオス、西はインド、バングラデシュ、

北は中国と国境を接し、南はインド洋に面している。
気 候：北部の山岳地帯等を除き熱帯モンスーン気候。季節は暑季（3月～ 5月中

旬）、雨季（5月下旬～10月下旬）、乾季（10月下旬～2月）の3季に分け
られる。

首 都：ヤンゴン（旧称ラングーン）、人口420万人（00年推定）
人 口：5,117万人（2002年推計）、増加率1.6％（ 90-2001年平均）
民 族：ビルマ族69％、シャン族9％、カレン族6％、その他16％
宗 教：仏教（上座部仏教）89％、キリスト教5％、イスラム教4％ほか
言 語：公用語はビルマ語。そのほか英語、カレン語、シャン語など。
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ミャンマーの教育制度
小学課程は、幼稚園、１年～４年生までの５年制で、就学年齢は６歳から
小学課程は２０００年から義務教育化されているようです？
中学課程は４年制で１１歳～１４歳
高校課程は２年制の計１１年間で、１６歳卒業です。
従って大学は１７歳からで４年制です。

2001年１５～２４歳の識字率９１．４％ JCIF（財 国際金融情報ｾﾝﾀｰ）の資料参考
平均寿命：男５６．２歳、女６１．８歳、男女平均５８．９歳 WHO 2002年資料参考

平成１６年１２月２日
ヤンゴンより送付のトンテ小学校全景

トンテ村 戸数８０ 人口４５０
学校名:Payａ Nguk To Southem School
学年：幼稚園から小学校４年生まで
正教師 ２名 補助教師 １名
生徒数：６３名（平成17年 10月 21日現在）
内訳 幼稚園 ２３名、１年生 １７名

２年生 １２名、３年生 ６名
４年生 ５名

この校舎は新校舎へ移転後、教師の宿舎
に使う予定とのこと。

↑国旗掲揚のポールその右は学校名の看板
村長の話：学校建築の場所は前から決まっていたのだが、お金が無く目途がたたな

かった。
平成17年 5月 17日
ヤンゴンより送付の写真

←民家

←国旗掲揚台 ポールは丸太

我々慰霊団滞在中、トンテ小学校に
贈呈の許可が出なかった、日本より持
ち込みの文房具（ﾉｰﾄ、鉛筆、鉛筆削り、
ｶﾚﾝﾀﾞｰ）とピアニカ、縦笛を、後日改

めて現地金澤さんがヤンゴンの教育省に持ち込み、贈呈許可を貰い、その後、教育
省担当官立ち会いの下、トンテ小学校への引き渡し式の模様

トンテの小学校内部は教員室も無く建物全体が、
幼稚園児 ３年生 一部屋で図のような使い方をしてました。
１年生 他の小学校でも同様の使い方をしてました。

２年生 ４年生

10月 19日 ミャンマーの学校を訪れると必ず国旗掲揚の柱が在るのですが、トンテ
小学校の国旗掲揚の柱はﾁｮﾋﾟﾘ立派なのに出来ますか？

10月 19日 予算に入れてませんでしたので別途費用がかかります。費用を確認します。
10月 21日 今、国旗掲揚の見積もりが来ましたが鉄製のポールで上等なものらしい

ですが、偉く安いです。約＄３０です。安すぎる気もしますが・・・
10月 23日 了解しました。国旗掲揚の設置場所について教育省の許可を取って下さい。

費用は来日の際お支払い致します。お手数掛けますが宜しくお願いします。
11月 9日 金澤さん来日、国旗掲揚台代金＄３０（日本円 約３，６１２）を支払い

ました。（交換ﾚｰﾄ 11/9現在 ＄１＝￥１２０．４１）
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平成１７年１１月１３日校舎が完成しました。机、椅子、黒板の搬入と国旗掲揚台
の工事を待つのみとなりました。

←校舎とミャンマー式水洗便所

11月 18日 ﾔﾝｺﾞﾝより：信じられないことですが
首都移転に伴い既に教育省ｽﾀｯﾌが移動し始めて
おり寄付者の銘板と国旗掲揚台の許可担当者が
ﾋﾟﾝﾏﾅに行ってしまいました。彼はまだﾔﾝｺﾞﾝと
ﾋﾟﾝﾏﾅを行ったり来たりして、いづれ近いうち
ﾋﾟﾝﾏﾅに完璧に移動になります。ﾋﾟﾝﾏﾅは ﾔﾝｺﾞ
ﾝから車で8時間かかり、本当に申し訳ないので
すが今、弊社ｽﾀｯﾌを行かせる時間的余裕が在り
ません。12月になったら行かせますので許可の
件は少々お持ち下さい。
↓関連記事



- 5 -

と言うような、首都移転騒ぎで、ご報告が遅くなりましたが、銘板の設置は、
校舎正面に取り付けられました。国旗掲揚台と黒板、椅子、机に関しましては、納
入が遅れています。

平成１８年１月１６日
ヤンゴンより送付

学校正面左側に銘板が設置され
ました（光っているのが銘板で
す）

窓の横にガラスが配置され採光
も旧校舎より大幅に改善されま
した。

平成１８年２月２日ヤンゴンより、以下 の写真が送付されました。„
平成17年 10月 21日 今、国旗掲揚の見積もりが来ましたが鉄製のポールで上等なも

のらしいですが、偉く安いです。約＄３０（\3,612）です。安すぎる気もしますが
・・・ というような経緯のもと、別立て発注の国旗掲揚台の工事模様

日干しﾚﾝｶﾞを‡
積み上げ、
ｾﾒﾝﾄをこねる

·着脱式のﾎﾟｰﾙ
を固定しｾﾒﾝﾄを
流し込む

‚ ‚ ‚完成した国旗掲揚台
ファヤンゴエト通りを望む 普通は木の棒なのですが 賛助協力者銘板

鉄製の立派な国旗掲揚台
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平成１８年１月２７日、先生用机椅子が５セット、生徒用椅子机が１５セット搬
入されました。黒板も取り付けられました。皆様の協力で立派な校舎と机、椅子が
搬入され、後は教育省に引き渡すだけとなりました。改めて皆様に厚く感謝申し上
げます。

先生の机、椅子 先生の机、椅子と黒板それに生徒達ちの
机、椅子

椅子、机は各クラスごと配置されてる FRIENDSHIP OF MYANMAR AND JAPANの
ようです。 文字が各机、椅子に記入されてます。

申請から完成迄の経緯（平成１７年～１８年）
平成１７年 ２月２３日 ミャンマー教育省へ学校建設に対する申請者の書類提出

３月１８日 教育省より学校建設申請者（団体）に対する許可受託
４月１８日 建設会社より見積書受理
４月２５日 教育省へトンテ村小学校建設許可申請を建設会社よりの

見積書を添付して提出
５月１８日 教育省よりトンテ村小学校建設許可受託
５月１９日 建設会社へ建築発注
７月 １日 建設資金拠出（海外送金出来ない為、金澤 氏の来日を

待ち現金＄11,000を渡す日本円で１，２４７，６２０）
７月１４日 建設開始

１１月１３日 校舎完成（工事期間４ヶ月）
平成１８年 １月１６日 校舎正面に銘板設置

１月２７日 先生用机椅子５セット、生徒用机椅子１５セット納入
２月 ２日 国旗掲揚台完成（＄30=\3,612）

※教育省からトンテ村への引き渡しは未定でピンマナ（首都？）からの連絡がか
なり遅れるのではないか？とのことでした。
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「日本からの寄進者に感謝を込めて、我々は、
ベヤノット村議会と村の全ての組織を代表して
村に学校を寄附してくれた日本の人々に心から
お礼申し上げます。」

Ｐａｙａｒ Ｎｇｏｋｔｏ（Ｓｏｕｔｈ）村
村長 Ｕ Ｔｉｎ Ａｕｎｇ

ヤンゴン金澤 氏よりメール
校長先生からのコメントはプロの翻訳家にお願いしま

した。格調高い文章で私にはチト荷が重いです。５日間
お待ち下さい。

「私は2005年 6月、雨期の始めごろ新学期にこの学校へ
校長として転勤して来ました。小学校の校長の義務は
“人生を始めた、花が咲き始めた”というような子供達
の人生を良くなるように育てることなので誇りを持って
おります。当初よりこの学校の発展を望んでいました。
しかし、時間がかかると思いました。当校は校舎がボロ
ボロで机や椅子も足らないことと村の人々は貧乏だった
からです。
しかし、私や同僚の先生方、学生達、村の人々の恩が

が良かったです。同じアジアで生まれた日本人の寄附に
より雨期から乾季へ変わった頃、トンテー郡区バヤー
ゴッティ（南）村小学校の新しい校舎が出来上がりまし
た。机や椅子も足りるようになりました。ヤンゴン～
トンテー通りとヤンゴン～ビャボン通りのコーナーの
賑やかなところにあり、遠くから見ても近くから見ても
立派な学校になりました。“母校”として誇りにもてる

と思いました。この学校を守ることと共に学校の発展のため一生懸命努力して行き
たいと思っております。
寄附して下さった皆様の真心は一生忘れません。国が遠く離れていても心が近い

ことは間違いないと思います。機会がありましたら皆様に新しい校舎をご自分の
目で見て頂きたいと思います。」

トンテー郡区バヤーゴッティ（南）村小学校
校長 ドーモートゥ

※ 緑のロンジーと白のブラウスで襟なしは学校の先生の正式な服装で、学生は襟付
きでも良いそうです。

旧小学校 新設の小学校

学校建設申請から完成まで、首都移転騒ぎも加わり遅れ気味で、約１年掛かりま
したが、ヤンゴンとマンダレーは政府の規制が厳しい中で、誠意ある対応でした。
また、中国と違いワイロの請求もなく、いやな駆け引きもなく、無事皆様のご協力
が実ったと感謝申し上げます。なを、旧小学校は教師の宿舎に使う予定だそうです。
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>>>>若若若若いいいい方方方方 々々々々へのおへのおへのおへのお願願願願いいいい
現在ミャンマーで活動する民間団体やＮＰＯ法人は結構あるのですが、単純にミ

ャンマー人は親日で貧しい国だからと言うことで活動している団体が多いようです。
富める国の優越感だけの奉仕はやがて相手国民に嫌がられます。現にある日本人ボ
ランティア団体はﾁｮｯﾄという声も有り、真面目に活動なっさている日本人に迷惑が
掛かることも懸念されます。節度ある態度と歴史観と相手国の実情に則した交流が
望まれます。今回、皆様のご協力で寺子屋に寄進した際、僧侶は６０数年前の大東
亜戦争時代、英国による日本軍への爆撃の話を我々に聞かせてくれました。それに
対応するには、こちらも有る程度の歴史を押さえておかなければなりません。ビル
マで戦闘した将兵が戦友を偲び建てた慰霊碑も、戦友や遺族の高齢化に伴い、ミャ
ンマーを訪れる慰霊団の数は年々減少の一途に在りますが、こうした 礎 を踏まえ

いしずえ

た行動が必要かと思います。可哀想だから貧しいからの自己中心援助は必要ないと
考えています。最近の若い方々は、集団行動が苦手と聞いていますが、一歩踏み入
れると思い過ごしに気付かれる、それは日本人一人一人に培っているＤＮＡが発動
され、一人の力はたいしたことなくても、多くの方々の協力を得れば、大きな力に
なることが実感されるからです。今回の“教育推進プロジェクト”もお一人お一人
の協力を得て成り立っています。
衆議院議員 西村 眞悟と行く「慰霊と教育支援」は今回が初の試みですが、教育

支援は「公」と「私」の２本柱で実施しました。「公」の方はミャンマー教育省の
許可申請から始めました。「私」の方は寺子屋です。寺子屋は誰が行っても喜んで
喜捨を受け付けますが、どんなに喜捨しても政府機関には届きません。但し僧侶を
中心とした、先生や生徒には滅茶苦茶喜ばれ歓迎されます。他方「公」の方ですが、
進行状況は極めて遅く色々と制約が有ります。今回も申請しているにも関わらず、
トンテ小学校の立ち入りも認められませんでした。でも行ちゃいましたけどね 後>
で教育省へ呼び出され小言を頂きました。その後の教育省の対応は非常に友好的で
す。それは、国会議員である西村さんを団長としている団体であること、そして歴
史観に立脚した説明を教育省の人々に伝えたことが大きな要因となっています。そ
んな訳で友好ムードで進んでます。これは有る意味で国と国のお付き合いになりま
す。「私」（寺子屋）の部分より遥かに大きい効果をもたらします。次回の申請は
“あのＭｒ．ＮＩＳＨＩＭＵＲＡの団体か ”で快諾を得られる気がしています。=
そこで、若い方々へのお願いですが、こうした運動に是非参加してもらいたいので
す。参考として旅行中に戴いたコメントの要約、大学生の西村 和日子さんと会社員
の猪原 幹雄さんの感想を記載しました。費用は￥２３万掛かりましたが、今から少

>しずつ貯蓄して参加下さい。普通の観光旅行と違い人生観ががらり変わりますよ

ｼｬﾝ州 ｼﾞｬﾄﾞ村 政府公立小学校にて：校長先生に“日本のｶﾚﾝﾀﾞｰ”贈呈の
„西村和日子さん

西村 和日子さん（大学生）コメント要約
毎日色々と思っているんですけど、
ちっちゃい子が物売りに来たりするのを見たり、
慰霊とか学校とかで思っているんですが、日加留
（弟）とか私には戦争はあまり遠い事なので実感が
無いのですが、年的に父親や皆様が死んで居なくな
ったときに、ミャンマーとかに慰霊しなきゃあかん
なｱと思いました。戦争を知らない人が増えていっ
ても、こういう事は引き継いで行きたいと思いまし
た。

ﾊﾞｺﾞｰの寺子屋にて：生徒にﾉｰﾄ 猪原 幹雄さん（会社員）コメント要約
鉛筆を手渡しする猪原幹雄さん この４、５年は土日は勿論のこと、盆暮れ正月

も全く無くて仕事をしていましたので、丁度いい
機会になったと思います。今回参加したことを生
かして、仕事や自分の人生に生かせたらいいなｱｰ
と思ってます。戦争を知らない子供達の一人とし
て戦争について考える事は殆ど無かったのですけ
れど、慰霊の旅とか寺子屋に行ったり、そういう
所に実際出かけて行って、すごく考えるのも必要
だと思っています。こうした機会がすごく良かっ
たと思います。他の人達に少しでも伝えて行きた
いと思います。
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早いものでもう昨年（平成１７年２月）の話になり、「衆議院議員 西村 眞悟と
行く 慰霊と教育支援の旅」に当初から賛助協力して下さっている方々には、重複>
しますが、新しく多くの方々が教育支援に参加されましたので改めて、日露開戦勝
利１００周年、終戦６０年にあたる年に実施し“国直し元年”と位置づけた西村 眞
悟 団長の決意を、再掲載させていただきました。

ビルマ、ラングーン（ﾔﾝｺﾞﾝ）に在る日本人墓地（日本国管理） 後ろは平和記念碑
写真提供 ＶＴＲ担当 稲川 和男 氏

『只今２１日当地時間１２時１２分であります。ビルマ、ミャンマーに於ける
日本人墓地慰霊祭を終えました。向こうには明治４２年８月無縁碑、その向こう
には勇兵団戦没者慰霊碑があるわけでございます。向こう側にも殉国有志の碑が
あり戦のみならず此の地で亡くなった日本人の墓碑があるわけでございます。
我々は１９万将兵、戦没将兵の霊をここで慰めたわけでございます。本日をもっ
て慰霊の旅の日程を終わりますがこの慰霊の旅に参加した人達は慰霊の旅が終わ
ったという気持ちでなくて、これから始まったという思いで祖国日本へ帰られる
ことと思います。私もその１人であります。何故かと言えば祖国再建という志に
おいて、英霊の思いと我々の思いが一致しておる以上、亡くなった戦没英霊と我
々は同時に祖国再建に着手したと、生きるものそして死せしもの祖国再建を願っ
ている。これが日本の新しい国造りの原点であります。戦後６０年、日露戦争
勝利１００周年の今年から、日清、日露を含む全ての戦没者、命を捧げた方の
英霊の思いと、生きている我々の思いが同じになって、祖国再建に進むという
歴史の転換点に入ったと、こういうふうに思います。
ミャンマーに於ける首都ヤンゴン郊外の日本人墓地を訪れて今申し上げた考え

を肚の底から申しました。そして、あそこの碑にも書いてありますように「戦い
に勝っている時も、敗残兵として敗走する時もビルマの人達はいつも日本兵を歓
迎し暖かく迎えてくれた。本当にありがとう。」あの碑には書いてある。そして
私も申し上げます。ミャンマーの人達よ 本当にありがとう 』> >
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